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１．基準認証制度のマニュアルに盛り込むべき項目
（登録証明機関毎に認証結果が異なる事項）
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「容易に開けることができない構造」としての特殊ネジ

【要求】
登録証明機関協議会発行のガイドラインではネジ穴にピンが立っているタイプを要求。

【現状】

申込者の回答より、ネジ穴にピンが立っていないタイプでも担保できる認識であることを伺わせ
るものがあった。

【原因】
ガイドラインの周知が不十分であることも一因と予想される。



２．欧米基準試験データの活用マニュアルに盛り込むべき項目
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 米国レポートについて、FCC認可済みであることの確認

 欧州レポートについて、NB検証が実施されているか否かの確認

 欧州レポートについて、適用できるバージョンの明確化（その時点での整合規格に限る等）

 NB検証が無い場合、試験の実施がISO 17025認定試験所か否かの確認

 申込者の提出した欧米レポートが他社向けのものである場合の対処法（主にモジュールレ
ポートを想定）



３．Ｑ＆Ａ集に盛り込むべき項目
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各証明機関から貴省へ個別に行われた質問とその回答

【現状】

個別に行われた質問に関して、その回答を他の証明機関へ展開する機会がない。証明機関の差分
を減らすために共有は有効と考えられる。

【FAQ例】
Q：証明規則第２条第１項第19号の３による認証と同第78号による認証を取得する子局について、

製品への表示要件としては、「電波法により、一部許可された場合を除いて、屋外利用禁止で
す。」で問題ないか。

A：定型の表示文言は規定していない。誤解を招かない範囲であれば認められる。



３．Ｑ＆Ａ集に盛り込むべき項目
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各証明機関から貴省へ個別に行われた質問とその回答

【米国FCCの例】
製品機密の関係上、個別のFAQ（KDB inquiry）も存在するが、機密に関わらない規則の解釈等に
関するものはTCBワークショップの場でいくつかピックアップし、共有されている。

※2022 October TCB Council WorkshopのAgendaより抜粋

１～３のマニュアル、Q&A集に盛り込むべき追加事項があれば、継続して貴省へ提案できること
を要望します。
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